
 

                        数値はすべて公立学校のもの 

１ 結果のポイント（◇：成果、◆：課題） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２６年度 全国学力・学習状況調査結果（中学校：数学） 

中学校：数学Ｂ（活用） 

中学校：数学Ａ（知識） 

全問題数：36 問（選択式 18 問・短答式 18 問・記述式 0 問） 
◆平均正答率 66.6（選択式 63.3・短答式 69.9）で、全国平均を下 

回っている。 
 
◇◆36 問中、13 問が全国平均正答率を上回っている。 
 
◇◆「数と式」の領域は全国平均正答率を上回っているが、残りの領 

域及び観点は全国平均正答率を下回っている。一定の改善は見ら 
れるものの昨年に引き続き「図形」及び「関数」の領域に課題が 
ある。 

 
◆三角形の合同条件の理解、証明の構想や方針の理解、関数や変 

化の割合の意味の理解等に課題がある。 

 

県
全国

との差

66.6 -0.8 

数と式 77.8 0.4

図形 64.9 -1.5 

関数 56.6 -1.4 

資料の
活用 58.2 -0.9 

数学的な

技能 68.0 -0.2 

数量や図形につ

いての知識・理解 65.5 -1.3 

領
域
別

観
点
別

全体

数学Ａ

全問題数：15 問（選択式 3 問・短答式 6 問・記述式 6 問） 
◆平均正答率 57.4（選択式 82.3・短答式 60.7・記述式 41.7）で、 

全国平均正答率を下回っている。 
 
◆15 問すべての問題で全国平均正答率を下回っている。 
 
◆すべての領域、観点で全国平均正答率を下回っている。 
 
◆方法や理由を数学的に説明すること、構想を立てて証明すること、 
 証明を振り返って考えること、数学的表現を事象に即して解釈す 

ること等に課題がある。 
特に、構想を立てて証明することについては、全国平均正答率と 
9.3 ポイントもの開きがある。 
依然として、数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 
 

◇◆生徒質問紙の中で「数学の学習が好き」「記述の問題に最後まで解答を書こうと努力した」と解答

した生徒の割合は、全国平均は下回っているものの増加している。 

 

県
全国

との差

57.4 -2.4 

数と式 54.7 -2.2 

図形 55.2 -3.4 

関数 62.6 -1.8 

資料の
活用 54.0 -1.9 

数学的な見方や

考え方 55.4 -2.5 

数量や図形につ

いての知識・理解 86.2 -1.3 

観
点
別

数学Ｂ
全体

領
域
別



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

グラフは全国平均正答率を 0.0 とし大分県平均正答率を示したもの。Ｈ22、Ｈ24 は抽出調査。 
 

２ 課題が見られた問題と指導改善のポイント 

 
（１）図形 
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◆中学校数学はＨ20 よりＡ問題、Ｂ問題とも全国平均を下回り、不安定な状況が続いている。 
◆◇Ｈ19 算数とＨ22 数学をみていくと、Ａ問題では全国平均正答率との差が大きくなり、Ｂ問題では 
 差が小さくなっている。 
◆◇Ｈ21 算数とＨ24 数学も同様の傾向である。 
◆Ｈ22 算数とＨ25 数学は、Ａ問題、Ｂ問題とも全国平均正答率との差が大きくなっている。 

 

 

県：67.7％ 全国：73.1％ 差：－5.4 
三角形の合同条件を理解しているかどうかをみ

る。 

県：県平均正答率、全国：全国平均正答率 

県：70.9％ 全国：75.8％ 差：－4.9 
証明のための構想や方針の必要性と意味を理解し

ているかどうかをみる。 

合同条件を成り立たせる辺や角の関係を捉える活動

を取り入れ、仮定や結論の意味も押さえながら、証明

のために見通しを持つ活動を充実させる必要がある。 
さらに、結論を示すためには何がわかればよいのか

を考えさせ、証明の方針をもたせることを大切にする。 



（２）関数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（１）数と式                 （２）図形 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中学校：数学Ｂ 

 

 

 

 

県：31.6％ 全国：35.8％ 差：－4.2 
関数の意味を理解しているかどうかをみる。 

県：43.6％ 全国：47.3％ 差：－3.7 
一次関数の変化の割合の意味を理解しているかど

うかをみる。 

県：57.1％ 全国：61.2％ 差：－4.1 
与えられた説明の道筋を読み取り、式を適切に変

形することで、その説明を完成することができる

かどうかをみる。 (1) 県：30.1％ 全国：39.4％ 差：－9.3 
図形の性質を、構想を立てて証明できるかどうかを

みる。 
(2) 県：20.2％ 全国：23.3％ 差：－3.1 
付加された条件の下で証明を振り返って考え、証明

の過程で見いだした事柄や証明された事柄を用い

ることができるかどうかをみる。 

事象の中にある２つの数量関係を調べ、それらの関係

を見いだす活動を取り入れる際、関数の意味について理

解させていくことを大切にする。 
 
ｘの増加量が１以外の対応表にも触れさせ、ｘの増加

量が１以外の場合でも変化の割合を求めさせる活動を

大切にする。 

説明の中で式を変形することに対して、なぜ２

×□にするのか、なぜ「□は整数だから」という

説明が必要なのかを考えさせるとともに、その必

要性について理解させておくことが大切である。 

(1)では、結論を導くためには何がわかればよいのかを明らかにしたり、与えられた条件を整理したり、着

目すべき性質や関係を見いだしたりすることで証明の方針を立てる活動を充実させることが大切である。 
大分県では無回答率が 29.1％と高く、構想を立てて証明していく活動に粘り強く取り組めるよう指導してい

く必要がある。 
 (2)では、生徒は図で判断する傾向があるので、付加された条件にあわせて図をかき直す活動を取り入れる

必要がある。 



（３）関数                 （４）資料の活用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

(1) 県：58.8％ 全国：62.7％ 差：－3.9 
与えられたグラフを、事象に即して解釈するこ

とができるかどうかみる。 
(3) 県：27.6％ 全国：29.9％ 差：－2.3 
グラフの傾きや交点の意味を事象に即して解釈

し、結果を改善して問題を解決する方法を数学

的に説明できるかどうかをみる。 

県：29.8％ 全国：32.1％ 差：－2.3 
不確定な事象の起こりやすさの傾向を捉え、判断の理

由を数学的な表現を用いて説明ができるかどうかを

みる。 
(1)では、兄は弟に追いつけないことを判断す

る場面を設定するなど、数学的な表現を事象に

即して解釈する活動を充実させる。 
(3)では、問題解決のために数学を活用する方

法を考え、説明する場面を設定することが大切

である。問題解決の方法に焦点を当て、見通し

をもたせるため、表、式、グラフなどの「用い

るもの」とその「用い方」について指導してお

く必要がある。 

説明すべき事柄とその根拠の両方を示し、確率を用

いて的確に説明する場面を設定する必要がある。 
統計的確率から事柄の起こりやすさを予想させ、数

学的確率を根拠にして「1 点より 2 点の方がとりやす

い」ことを説明する場面を設定し、判断の理由を数学

的な表現を用いて的確に説明する活動を取り入れる

必要がある。 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 指導改善のポイント（全体を通して） 

（１）数学的活動の充実 

  ○知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等のバランスを重視し、単元もしくは小単元の中で、

既習の知識や技能、見方や考え方を活用する場面を設定する。 

   例えば、 

   ・数量の関係を既習の関数関係とみなして問題解決する方法を考える。 

   ・数学的に表現したり、数学的に表現された事柄を読み取ったりする。 

   ・資料の傾向を的確にとらえ、事柄の特徴を数学的に説明する。 

   等の授業を「全国学力調査問題」「授業アイディア例」を活用し実施する。 

 

 

 

  ○数学的な表現を用いて、根拠を明確にし、説明し伝えあう活動を重視する。 

   中学校数学科が重視する数学的活動に留意する。 

   ・既習の数学を基にして数や図形の性質などを見いだし発展させる活動 

   ・日常生活や社会で数学を利用する活動 

   ・数学的な表現を用いて根拠を明らかにし筋道たてて説明し伝えあう活動 

  ○数学的活動の楽しさや数学のよさを実感する場面を設定する。 

 

（２）ねらいを達成するための言語活動の充実 

  ○「授業のねらい」「言語活動」「評価」の内容を一致させ、生徒の考えたことや表現したことが「授

業のねらい」とつながるようにする。 

  ○予想した事柄や事実を数学的な表現を用いて説明する、問題解決の方法を数学的な表現を用いて

説明する、事柄が成り立つ理由を説明する等の場面を設定する。 

 

（３）見通しを立てたり、振り返ったりする活動の工夫 

  ○結果や解決の方法等を予想させ、課題を共有させる（やるべきことの見通しを立てる）。 

 

 

◇関数領域の内容のうち、特に反比例におけるｘとｙの値の変化の特徴を理解することや、一次

関数 y＝ａｘ＋ｂにおけるａとｂの値とグラフの特徴を関連付けて理解することについて、改善

の状況が見られる。 

◆記述式問題は、特に確率を用いた理由の説明、グラフを用いた方法の説明に課題がある。 

◆図形の性質を証明することについて、着目すべき図形を指摘することは良好であるが、構想を

立てて証明することに課題がある。 

H２６全国調査で明らかになったこと（全国的な特徴） 

アイディア例の利用の目的 
この問題が解けるための訓練ではなく、この場面を使って生徒の実態にあわせアレンジを

し、夢のある授業を行っていくことがねらい。 



○学習したことをまとめたり整理したりする場面を設定する。 

○適応問題や評価問題に取り組ませ理解や定着状況を確認する場面を設定する。 

 

（４）数学的な用語を使った表現力の育成 

  ○数学的な用語を教えるだけでなく、考えさせる場面を設定する。 

  ○数学的な用語を使い説明させる場面を設定する。 

 

（５）その他 

  ○指導教諭や学力向上支援教員等の優れた実践と追実践の日常化を図る。また、成果の上がってい

る学校の取組状況を参考にする。 

  ○教科部会の充実を図る。 

  ○家庭での学習習慣を身に付ける適切な指導を行う。 

 

 

 
 
 

H２６全国調査結果から求められる授業改善 
（全国的な特徴） 

 


